
　化学科ご担当先生
令和 5年 12 月

数研出版株式会社

令和 5 年度用高等学校教科書 「新編化学／化学 707」　訂正のお願い

　常日頃は弊社書籍をお使いいただき，厚く御礼申し上げます。
　さて，現在ご指導いただいております標記教科書におきまして，下記の訂正を行いました。誠に恐れ入りますが，
この訂正に関しまして，生徒の皆様にご周知いただきますようお願い申し上げます。
　なお，訂正の内容は弊社ウェブサイト内（https://www.chart.co.jp/top/teisei/）にも掲載いたします。また，こ
の訂正内容は，令和 6年度供給の教科書では修正済みでございます。
　教科用図書検定規則に基づき訂正をお知らせするとともに，ご迷惑をおかけいたしますこと，書面をもちまし
て深くお詫び申し上げます。
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  沸騰という現象を，「蒸気圧」と「大気圧」を用いて説明してみよう。 ●▶ p.30

学んだことを　　   してみよう説明

チェック節末

気体の圧力 気体分子が物体に衝突した際に，単位面積当たりにはたらく力。
大気圧 地表をとりまく空気の圧力。1.013×105Pa＝760mmHg＝1 atm

気液平衡 単位時間当たりに蒸発する分子の数と凝縮する分子の数が等しい状態。
飽和蒸気圧 気液平衡の状態にあるときに蒸気が示す圧力。単に 蒸気圧 ともいう。
蒸気圧曲線 蒸気圧と温度との関係をグラフに表した曲線。
状態図 物質がさまざまな温度と圧力でどのような状態にあるかを表した図。
三重点 固体・液体・気体が共存する点。

●⬆図10　水の状態図　水は融解曲線（固体と液体を分ける曲
線）の傾きが負で，氷を加圧していくと（図中a），液体に変
化する。これは水の特徴である。❷

●⬆図11　二酸化炭素の状態図　多くの物質では，二酸化炭
素のように融解曲線の傾きが正で，固体を加圧しても（図中
b），液体になることはない。❷
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　純物質は，温度と圧力によってその状態が決まる。図10と図11は，
水と二酸化炭素がさまざまな温度と圧力でどのような状態にあるかを表
したものである。このような図を物質の 状

じょう
態
たい
図
ず
 という。

　状態図は3本の曲線によって，3つの状態（固体･液体･気体）を分けてい
る。それぞれの曲線上では，その曲線によって分けられる2つの状態が
共存している。また，3本の曲線が交わった点を 三

さん
重
じゅう
点
てん

 といい，3つ
の状態が共存している。
　液体と気体を分ける曲線は，蒸気圧と温度の関係を表した蒸気圧曲線
である。蒸気圧曲線が途切れる点は 臨

りん
界
かい
点
てん

 とよばれ，それ以上の温度
や圧力では，物質は液体と気体の中間的な性質（液体の溶解性と気体の拡
散性）をもつ状態（超

ちょう
臨
りん
界
かい
状
じょう
態
たい
）で存在する。

D

❶

❶超臨界状態の物質は，超
臨界流

りゅう
体
たい
とよばれる。二酸

化炭素の超臨界流体は，
コーヒーからカフェインを
除く工程で利用されている。

❷図10や図11では状態図
の特徴を強調して示してい
るため，圧力や温度の目盛
りは等間隔ではない。

5

10

15

20

3232 Ge

Webサイト

要点の確認
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グラフを読みとく ③ 状態図
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下のグラフは，水の状態図
である。
このグラフを見るときのポ
イントと，そこから読み取
れる情報を整理してみよう。

右のグラフは，二酸化炭素の状態図である。
1 二酸化炭素は，0℃，1.01×105Paでは，（1固体・液体・気体 ）
として存在し，－78.5℃，2.00×105Paでは，（2固体・液体・気
体 ）として存在する。

2 大気圧（ 1.01×105Pa）のもとで，－90℃のドライアイス（二酸化
炭素の固体）を加熱していくと，（3固体→液体→気体と変化する・
固体→気体と変化する・固体のままである ）。

3 －60 ℃のもとで，1.01×105Paの二酸化炭素の気体を加圧して
いくと，（4気体→液体と変化する・気体→固体と変化する・気
体のままである ）。

確 認してみよう

 ある温度·圧力での物質の状態がわかる。
状態図では，物質の状態が右図のように分けられるので，
物質の状態がわかる。
例	❶a 100℃，2.0×105Paでは，水は液体として存在する。
 ❶b 300℃，1.01×105Paでは，水は気体として存在する。
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  一定圧力下で温度を変化させたときの 
状態変化がわかる。

一定圧力下で温度を変える変化は，横軸に平行な
で表される。このとき，状態図内の曲線と交わると状
態変化が起こる。
例   1.01×105Paのもとで－20 ℃の氷を加熱していくと，

0℃で液体の水に変化（融解）し，100℃で沸騰する。
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2
3

  一定温度下で圧力を変化させたときの 
状態変化がわかる。

一定温度下で圧力を変える変化は，縦軸に平行な で表
される。このとき，状態図内の曲線と交わると状態変化
が起こる。
例   180℃のもとで1.01×105Paの水蒸気を加圧していくと， 

1.0×106Paで液体の水に変化する。
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この図は，状態図の特徴
を強調して示しているた
め，圧力や温度の目盛り
は等間隔ではない。（ ）
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線）の傾きが負で，氷を加圧していくと（図中a），液体に変
化する。これは水の特徴である。❷

●⬆図11　二酸化炭素の状態図　多くの物質では，二酸化炭
素のように融解曲線の傾きが正で，固体を加圧しても（図中
b），液体になることはない。❷
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を強調して示しているた
め，圧力や温度の目盛り
は等間隔ではない。（ ）
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関
連 3強酸と強塩基からなる正塩の水溶液　強酸と強塩基からなる正塩は
加水分解せず，その水溶液は中性になる。

4酸性塩の水溶液　炭酸水素ナトリウムNaHCO3は，水溶液中で次式
のように電離し，加水分解によってわずかに塩基性を示す。

　硫酸水素ナトリウムNaHSO4は，水溶液中で次式のように電離して
H＋を生じるため，強い酸性を示す。

次の塩の水溶液は，酸性・中性・塩基性のいずれを示すか。
⑴ KNO3　 ⑵ （NH4）2SO4　 ⑶ NaCl　 ⑷ Na2CO3　 ⑸ KHSO4

❶

問10

❶HSO4
－は強酸のH2SO4

から生じたイオンであるた
め，加水分解しない。

NaHCO3　→　Na＋　＋　HCO3
－   　　　　　（32）

HCO3
－　＋　H2O　⇄　H2CO3　＋　OH－ 　　　　　　　 （33）

H2O＋CO2

NaHSO4　→　Na＋　＋　HSO4
－　   　 （34）

HSO4
－　⇄　H＋　＋　SO4

2－　   　　　　　　 　（35）

発展

　塩が加水分解した水溶液のpHについて，濃度
c〔mol/L〕の酢酸ナトリウム水溶液を例に考える。
　酢酸の電離定数をKa，加水分解している酢酸
イオンの割合をhとする。酢酸ナトリウムの水溶
液中では，①式の電離平衡が成りたち，平衡定数
Khは②式のようになる。
　　　　CH3COO－ ＋ H2O ⇄ CH3COOH ＋ OH－ ①
（加水分解前）　 c　　　　　　　　　　0　　     0 〔mol/L〕
（変　化　量） －ch　　　　　　　　 ＋ch　    ＋ch〔mol/L〕
（平　衡　時） c（1－h）　　　　　 　　 ch　　    ch〔mol/L〕

　　Kh ＝ ［CH3COOH］［OH－］
［CH3COO－］  ②

　　　 ＝ ch×ch
c（1－h） ≒ ch2

1－h
  ③

　加水分解している割合hは非常に小さいので，
1－h≒1 とみなすと，次のようになる。

　　Kh ≒ ch2　 h ＝ Kh

c  ④

　ここで，②式の分母・分子に［H＋］をかける。

　　Kh ＝ ［CH3COOH］［OH－］ × ［H＋］
［CH3COO－］ × ［H＋］  

　　　  ＝ ［CH3COOH］
［CH3COO－］［H＋］ ×  ［H＋］［OH－］

　　　  ＝ 1
Ka

 ×  Kw ＝ Kw

Ka
 ⑤

　これらより，［OH－］，［H＋］，pHはそれぞれ次
のようになる。

　　［OH－］＝ ch ＝ 
Kh

c
c  ＝  cKh  ＝ 

cKw

Ka
 ⑥

　　［H＋］＝ Kw

［OH－］ ＝ Kw × Ka

cKw
 ＝ KaKw

c  ⑦

　　pH ＝ －log10［H＋］ ＝ －log10
KaKw

c

　　　 ＝ －1
2
（log10Ka ＋ log10Kw － log10c） ⑧

0.030mol/L酢酸ナトリウム水溶液の
pHはいくらか。酢酸の電離定数はKa

＝ 2.7×10－5mol/L，水のイオン積は
Kw＝ 1.0×10－14mol2/L2，log103＝ 0.48
として，小数第1位まで求めよ。
 ●答 8.5

❷

❸

④式より ⑤式より

⑥式より

問A

塩の水溶液のpH

❷Khを加水分解定数ということもある。hは加水分解
（hydrolysis）を表す。
❸この式より，Kaが小さい弱酸ほどKhが大きくなる，
つまり弱酸ほど加水分解しやすいことがわかる。
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